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吉野川市議会だより ２

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

▼
吉
野
川
市
鴨
島
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質
問

会
議
室
の
利
用
料
が

３
倍
近
く
な
っ
て
い
る
が
。

福
祉
総
務
課
長

料
金
の
統

一
を
図
る
目
的
で
、
鴨
島
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
鴨
島
公

民
館
に
併
設
さ
れ
た
施
設
で

あ
る
た
め
、
使
用
料
は
鴨
島

公
民
館
を
参
考
に
し
た
。

６０
歳
以
上
の
方
は
、
使
用

料
を
免
除
し
て
い
る
。

▼
平
成
２２
年
度
吉
野
川
市
一

般
会
計
補
正
予
算

第
２
号

に
つ
い
て

質
問

生
活
保
護
世
帯
数
が

増
え
て
い
る
が
、
ど
の
程
度

の
伸
び
な
の
か
。

福
祉
総
務
課
長

平
成
２１
年

度
中
に
４６
世
帯
、
８３
人
増
加

し
、
平
成
２２
年
４
月
時
点
で

は
５２３
世
帯
、
７４６
人
が
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
。

質
問

１０
月
か
ら
始
ま
っ
た

子
宮
頸
ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
状
況
は
。

健
康
推
進
課
長

１０
月
末
現

在
、
対
象
者
の
５３
％
、
１０３
人

が
接
種
を
受
け
て
い
る
。

質
問

準
要
保
護
児
童
生
徒

の
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長

本
年
度
４

月
以
降
小
学
校
で
は
３６
人
増

え
２５０
人
に
、中
学
校
で
は
１２

人
増
え
１５２
人
に
な
っ
て
い
る
。

◇
以
上
異
議
な
し
で
可
と
決
定

総
務
常
任
委
員
会

▼
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
な
ど
３

議
案

◇
以
上
異
議
な
し
で
可
と
決
定

議議議議案案案案のののの審審審審議議議議かかかからららら
日程：平成２２年１１月２９日～１２月１６日

１２月定例会では，条例関係案８件，予算案２件，専決関係案６件，その他１６件が提案され，原案
どおり可決・承認されました。

鴨島老人福祉センター

平成２２年１２月議会定例会



平成２３年２月２５日３

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▼
平
成
２２
年
度
吉
野
川
市
一

般
会
計
補
正
予
算

第
２
号

に
つ
い
て

質
問

農
家
台
帳
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
に
つ
い
て
、
農
地

を
基
本
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

従

来
は
、
農
家
を
基
本
と
し
て

台
帳
を
整
備
し
て
い
た
の
が
、

今
後
は
農
地
を
基
本
と
し
て

台
帳
を
整
備
す
る
の
で
、
農

地
の
地
番
で
検
索
す
る
よ
う

に
な
る
。

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て質
問

今
回
の
市
道
路
線
の

認
定
の
中
に
、
旧
川
島
町
時

代
に
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い

路
線
が
あ
り
、
現
地
視
察
の

結
果
、
以
前
の
ま
ま
で
何
も

変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
認

定
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

監
理
課
長

現
在
の
分
譲
地

開
発
に
伴
う
道
路
認
定
に
つ

い
て
は
、
吉
野
川
市
道
路
線

認
定
指
導
要
綱
に
よ
り
適
切

に
対
応
し
て
お
り
、
合
併
以

前
の
開
発
に
よ
る
未
認
定
の

道
路
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

要
綱
の
経
過
措
置
の
基
準
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
。
こ
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
合
併
後

に
制
定
し
た
後
、
平
成
１９
年

４
月
と
平
成
２２
年
４
月
に
、

２
回
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。今

回
提
案
し
た
の
は
、
平

成
２２
年
４
月
の
要
綱
改
正
に

よ
る
も
の
で
、
改
正
の
内
容

と
し
て
は
、
よ
り
沿
道
市
民

の
立
場
に
立
っ
た
見
直
し
を

行
い
、
新
し
い
基
準
に
し
た

こ
と
に
よ
り
提
案
し
た
。

◇
以
上
異
議
な
し
で
可
と
決
定

意
見
書

全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
に
か
か
る
公
費
負
担
の
拡
大
を

求
め
る
意
見
書

１

被
保
険
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
定
率
国

庫
負
担
割
合
の
拡
大
を
求
め
る
。

２

調
整
交
付
金
の
保
険
料
収
納
割
合
に
よ
る
減
額
措

置
の
廃
止
を
求
め
る
。提

出
者

�
原

五
男

議
員

▼
地
域
医
療
と
国
立
病
院
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

１

国
立
病
院
を
縮
小
・
廃
止
・
民
営
化
す
る
こ
と
な

く
、
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
。

２

国
立
病
院
を
運
営
費
交
付
金
の
一
律
削
減
の
対
象

か
ら
除
外
し
、
必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

３

国
立
病
院
を
総
人
件
費
一
律
削
減
の
対
象
か
ら
除

外
し
、
医
師
・
看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
必
要
な
人

員
を
確
保
す
る
こ
と
。提

出
者

福
岡

正

議
員

▼
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
安
心
の
医
療
介
護
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

１

Ｉ
Ｌ
Ｏ
看
護
職
員
条
約
に
基
づ
き
、
看
護
師
な
ど

夜
勤
交
替
制
労
働
者
の
労
働
時
間
を
１
日
８
時
間
、

週
３２
時
間
以
内
、
勤
務
間
隔
を
１２
時
間
以
上
と
す
る

こ
と
。

２

医
療
・
社
会
保
障
予
算
を
先
進
国
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

並
み
に
増
や
し
、
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
等
を

大
幅
に
増
や
す
こ
と
。

３

国
民（
患
者
・
利
用
者
）の
負
担
を
減
ら
し
、安
全
・

安
心
の
医
療
・
介
護
を
実
現
す
る
こ
と
。

提
出
者

川
村

洋
樹

議
員

認定された市道（川島町）



吉野川市議会だより ４

反
対
討
論

■吉野川市国民健康保険税条例の 一一部部をを改改正正すするる条条例例制制定定ににつついいてて

議 案 質 疑

高 木 純 議員

歳出削減の努力が見られないではないか。
（質問）

国保会計の安定的な運営に努めたい。
（答弁）

◎質問 国民健康保険においては、全国の自治体

で歳出を削減する努力を行い、これによって健康

保険税の値上げに歯止めをかけているところもあ

る。

歳出の削減すなわち医療給付費の削減は、市民

の皆さんが健康を保持していただくように、例え

ば風邪をひくのを一冬に一度でも防ぐ。これが市

民の皆さんに浸透すれば、莫大な医療費の削減に

つながる。

今回の提案は、歳入増のために保険税だけを引

き上げるもので、歳出削減すなわち医療費の削減

については概念だけが示されるのみであり、目標

設定もなく何ら具体性がない。保健事業や重複受

診を防ぐことによって、医療給付費をいくら削減

するなど目標を設定し努力すべきであるがいかが

か。

市民部長 歳出削減について、具体的な目標は設
定していないが、積極的に取り組み、削減につな
げていきたい。
国保会計の安定的な運営が安全安心のまちづく
りを進めることでもあるのでご理解いただきたい。

■岡田 光男 議員

今回の改正で、所得２００万円の２人世
帯では、国保税３５万４０００円となり、実
に所得の約１８％を占めることになる。
また、改正案は均等割額のみを引き

上げるとしており、赤ちゃん・子ども・
未成年者にも一律１万８００円の負担増と
なる。他市では、１８歳未満の均等割額
を３割減免しているところもあり、ま
た、歳出をできるだけ少なくするため
の保健事業を旺盛に取り組んでいる自
治体もあるが、そうした積極的な検討
もなされていない。自治体の本来の役
割は市民生活を守ることで、値上げを
すれば、市民の生活はますます苦しく
なり、値上げは到底容認できない。
国保会計悪化の最大の原因は、本質
的には国が本来社会保障として負担す
べき国庫負担金を減らしてきたことに
ある。１９８４年までは、かかった医療費
の４５％が国の国庫負担であったが、三
位一体の改革もあり、現在は２５％まで
減っている。本市でも合併当時に比べ、
国庫負担が１０％も削減され、金額にし
て４億円削減されている。市は、負担
を市民に転嫁するのでなく、社会保障
にふさわしい国庫負担を国に強く要望
すべきである。今、市役所の増築より
国保の引き下げをしてほしいというの
が市民の切実な声であり、国保税の引
き上げは、到底納得できるものではな
い。

国保税値上げで 質質疑・討論！国保税値上げで 質質疑疑・・討討論論！！
賛成多数で可と決定



平成２３年２月２５日５

賛
成
討
論

■■吉吉野野川川市市国国民民健健康康保保険険税税条条例例のの 一部を改正する条例制定について

■福岡 正 議員

本市では、平成１８年度に各種公共料金の見
直しが行われ、「負担は少なく、サービスは
大きく」の精神のもと、市民の負担をできる
だけ低く抑える税率にするという決定がなさ
れた。また、平成２０年度に後期高齢者医療制
度が導入された折には、同様の考えに基づき、
税収の引き上げが実施されなかったことによ
り、本市の国保会計が毎年赤字決算となって
いる。
本年度の予算編成で財政調整基金を全額取
り崩したため剰余金が底をついた状態になっ
ており、現状のままでは、来年度以降も３億
円を超える財源不足が見込まれ、大変厳しい
財政状況に陥っている。
いうまでもなく、国民健康保険は経済弱者
といわれる方々も多く加入される制度でもあ
り、医療の最後のとりでとなっているといっ
ても過言ではない。また、被用者保険におけ
る事業主負担がないこともあり、公費負担が
かなりの割合を占めざるを得ないことも、あ
る意味当然のことであると考える。
財源不足のうち、被保険者に直接関係する
医療費分は約１億５０００万円不足するというこ
とであり、これをすべて被保険者が負担する
ことになれば余りにも急激な増税となってし
まい、市民の日常生活に及ぼす影響ははかり
知れない。これらのことから、この改正は国
保運営協議会の答申に沿い、医療費の不足の
１億５０００万円を市が２分の１負担し、被保険
者に２分の１をご負担願うという条例改正で
ある。総務常任委員会で理事者側より詳細な
説明を受け、協議の結果、可とすることに決
しており、やむを得ない措置であると考える。

■藤原 一正 議員

国保会計は、平成１８年度の公共料金の見直しでは、
繰越金６億２０００万円、財政調整基金３億３０００万円、
合わせて９億５０００万円余りで補いながら、「行ける
ところまで行きませんか」ということで、今日まで
市民の負担をできる限り抑えてきた経緯がある。
平成２０年度の改正により、後期高齢者医療制度が
導入されても、保険税を引き上げる改正は行ってお
らず、平成２２年度の予算編成では、基金３億３０００万
円を取り崩すことにより、何とかバランスを保って
いるのが現状である。
さらに、制度改正と同時に、６５歳から７４歳までの
加入者に係る医療費負担を調整するための前期高齢
者交付金が創設され、１０億７０００万円余りが交付され
たが、精算額として何億円も国に返すことが見込ま
れ、平成２３・２４年度ともに、３億円以上の赤字が見
込まれている。こういった状態の中では、平成２３年
度以降、国保事業の運営が維持できなくなる上に、
インフルエンザなどが流行した場合には、迅速な対
応ができないこととなる。平成２５年度には、後期高
齢者医療制度が改正され、国保事業が大きく変わる
ことになっているが、当面の課題として、平成２３・
２４年度においても、国保事業を安定的に維持しなけ
ればならないことから、市が平成２３年度で２億７０００
万円程度、平成２４年度で２億４０００万円程度を負担す
ることで、市民の皆さんの負担を最小限にとどめた
税率となっている。
厳しい経済状況の折、市民の皆さんに負担を願う
ことは心痛の思いではあるが、国保事業の停滞は、
即市民生活に影響をおよぼすことにもなり、事業を
維持するためにはいたし方がないと考える。市当局
には、国保事業へのさらなる取り組み強化を期待し、
賛成討論とする。

国保税値上げで 質疑・討論！国国保保税税値値上上げげでで 質疑・討論！
賛賛成成多多数数でで可可とと決決定定
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質質質 問問問

代

表

質

問

①
玉

水

好

夫

議
員

○
高
齢
者
医
療
改
革
と
国
民
健
康
保
険
事
業
の
今
後
の
方

針
に
つ
い
て

○
庁
舎
統
合
計
画
に
つ
い
て

○
４
庁
舎
間
を
巡
回
す
る
バ
ス
を
地
域
密
着
型
の
バ
ス
シ

ス
テ
ム
に
切
り
替
え
て
は

●
「
世
代
を
越
え
て
、
夢
紡
ぐ
ま
ち
」
吉
野
川
市
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
後
藤
田

哲

夫

議
員

○
危
機
管
理
に
つ
い
て

○
情
報
公
開
条
例
（
個
人
情
報
保
護
条
例
）
に
つ
い
て

○
財
産
管
理
に
つ
い
て

○
温
泉
施
設
の
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

③
高

木

純

議
員

●
保
健
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

○
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

一

般

質

問

④
福

岡

正

議
員

●
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て

○
浄
化
槽
の
保
守
点
検
と
法
定
検
査
に
つ
い
て

○
消
防
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

⑤
相

原

一

永

議
員

●
学
校
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

⑥
近

久

善

博

議
員

●
定
住
促
進
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

○
企
業
立
地
の
活
用
に
つ
い
て

○
食
品
メ
ー
カ
ー
徳
島
産
業
（
株
）
に
つ
い
て

⑦
�

原

五

男

議
員

○
市
長
の
所
信
表
明
か
ら

○
教
育
行
政
に
つ
い
て

●
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

○
商
工
観
光
行
政
に
つ
い
て

○
環
境
に
つ
い
て

⑧
岡

田

光

男

議
員

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
に
つ
い
て

●
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

⑨
枝

澤

幹

太

議
員

●
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

○
子
ど
も
の
学
力
お
よ
び
体
力
調
査
結
果
か
ら

○
市
内
温
泉
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

⑩
岸

田

秀

樹

議
員

○
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

●
市
有
温
泉
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

１２月議会定例会では１０名の議員が代表・一般質問を行いました。

●の質問を中心に取り上げました。

代表・一般
ここが聞きたい
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◎
質
問

市
長
は
２
期
目
の

最
初
の
議
会
で
「
吉
野
川
市

を
さ
ら
に
強
固
に
し
て
い
く
」

と
所
信
を
述
べ
ら
れ
２
年
が

経
過
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成

果
と
残
さ
れ
た
任
期
を
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

○
川
真
田
市
長

健
康
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
、
常
に
市
民

の
目
線
に
立
っ
た
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し

て
川
島
庁
舎
３
階
に
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担

を
１４
回
ま
で
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
乳
幼
児
な
ど
医
療
費

助
成
の
対
象
範
囲
を
小
学
校

卒
業
ま
で
拡
大
し
た
。
ま
た
、

今
議
会
に
は
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

な
ど
３
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
全
額
助
成
を
提
案

し
て
い
る
。

施
設
整
備
面
で
は
川
島
中

学
校
体
育
館
や
山
川
中
学
校

校
舎
改
築
を
終
え
、
教
育
施

設
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施

設
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

現
在
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

と
徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防

本
部
・
東
消
防
署
庁
舎
の
整

備
を
進
め
、
今
後
は
市
役
所

庁
舎
の
統
合
や
幼
保
連
携
機

能
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

な
お
一
層
の
取
り
組
み
強
化

を
考
え
て
い
る
。
２
期
目
の

任
期
後
半
に
は
本
市
の
将
来

を
見
据
え
て
、
市
民
の
皆
様

の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

開
か
れ
た
市
政
の
推
進
に
努

め
て
い
く
。

国
や
県
が
打
ち
出
す
政
策

に
対
し
時
期
を
失
す
る
こ
と

な
く
実
行
に
移
す
な
ど
、
喫

緊
の
課
題
と
時
代
の
潮
流
に

的
確
に
対
応
し
、
真
の
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
「
世

代
を
越
え
て
夢
紡
ぐ
ま
ち
」

吉
野
川
市
の
実
現
の
た
め
に

誠
心
誠
意
、
全
身
全
霊
を
傾

注
し
て
い
き
た
い
。

﹇
そ
の
他
の
質
問
﹈

◎
質
問

高
齢
者
医
療
改
革

と
国
民
健
康
保
険
事
業
の
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
。

○
市
民
部
長

早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
よ
り
、
高
額
医

療
費
抑
制
や
重
複
受
診
の
防

止
に
努
め
る
。

◎
質
問

庁
舎
統
合
計
画
に

つ
い
て
、
進
捗
状
況
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

○
総
務
部
理
事

用
地
取
得

と
実
施
設
計
を
進
め
、
平
成

２３
年
度
の
工
事
着
工
を
考
え

て
い
る
。

◎
質
問

巡
回
バ
ス
を
市
民

の
足
と
し
て
活
用
し
、
交
通

弱
者
対
策
に
取
り
組
む
考
え

は
な
い
の
か
。

○
市
長

運
行
時
間
や
停
留

可
能
な
場
所
な
ど
、
早
急
に

調
査
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１
危
機
管
理
に
つ
い
て

�
上
下
水
道
に
対
す
る
地

域
防
災
計
画
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

�
学
校
、
病
院
、
福
祉
施

設
、
消
防
施
設
な
ど
重

要
な
避
難
施
設
の
震
度

６
程
度
の
地
震
に
対
す

る
対
応
は
。（
管
路
更

新
計
画
と
各
施
設
の
耐

代代

表表

質質

問問

玉

水

好

夫

議
員

（
薫
風
会
）

市
長
２
期
目
の
成
果
と
今
後
の

取
り
組
み
は

（質問）

市
の
将
来
を
見
据
え
、
引
き
続
き

開
か
れ
た
市
政
推
進
に
努
め
る

（答弁）

後
藤
田

哲

夫

議
員

（
麻
植
会
）

徳島中央広域連合消防本部・東消防署庁舎の起工式
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震
化
）

�
災
害
が
発
生
し
た
時
、

避
難
場
所
で
ど
の
よ
う

な
対
応
が
で
き
る
の
か
。

（
水
、
ト
イ
レ
、
自
家

発
電
な
ど
）

�
災
害
時
の
飲
料
水
の
確

保
は
、
非
常
に
大
切
で

あ
る
。
企
業
会
計
は
独

立
採
算
を
原
則
と
す
る

が
、
低
廉
で
お
い
し
い

水
を
安
定
的
に
提
供
す

る
こ
と
は
、
水
道
法
上

の
責
務
で
あ
る
。
財
政

上
の
支
援
と
今
後
の
対

応
は
。

２
情
報
公
開
条
例
（
個
人
情

報
保
護
条
例
）
に
つ
い
て

�
条
例
第
２
条
の
解
釈
・

運
用
に
つ
い
て

各
担
当
部
長
に
聞
く
。

�
情
報
化
へ
の
対
応
な
ど

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

に
つ
い
て
地
域
住
民
の

知
る
権
利
と
行
政
情
報

の
提
供
を
始
め
る
前
に
、

住
民
の
参
加
型
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
ス
キ
ル
の

構
築
に
努
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

３
財
産
管
理
に
つ
い
て

�
契
約
と
施
策
に
つ
い
て

基
本
的
な
取
り
組
み
を

問
う
。

４
温
泉
施
設
の
今
後
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て

�
温
泉
施
設
あ
り
方
検
討

委
員
会
の
協
議
経
過
に

つ
い
て
。

◎
質
問

空
前
の
健
康
ブ
ー

ム
と
い
わ
れ
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
体
を
使
う
運
動

を
主
体
と
し
た
催
し
に
た
く

さ
ん
の
方
が
参
加
し
て
い
る
。

吉
野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
申
込
数
は

平
成
１８
年
が
約
６
０
０
人
だ

っ
た
の
に
昨
年
は
約
１
９
０
０

人
で
、
今
年
は
２
０
０
０
人

に
達
す
る
と
思
わ
れ
る
。
美

郷
一
周
駅
伝
は
毎
年
６０
組
を

超
え
る
チ
ー
ム
か
ら
申
し
込

み
が
あ
る
と
の
こ
と
。

そ
ん
な
健
康
ブ
ー
ム
の
中

に
お
い
て
、
市
民
の
健
康
を

守
る
た
め
の
市
の
保
健
事
業

は
、
市
民
部
関
連
で
は
年
に

一
度
「
国
保
だ
よ
り
」
の
中

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
勧
め
る

だ
け
で
あ
る
。
福
祉
部
関
連

で
は
特
定
検
診
の
結
果
を
受

け
た
健
康
教
室
的
な
こ
と
は

や
っ
て
い
る
が
、
運
動
や
体

づ
く
り
の
保
健
事
業
は
ま
っ

た
く
や
っ
て
い
な
い
。
唯
一
、

県
が
行
っ
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
を
お
知
ら
せ
す
る

の
み
で
あ
る
。

市
内
で
は
、
商
工
観
光
課

や
教
育
委
員
会
な
ど
が
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
大

勢
の
市
民
が
参
加
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
、

健
康
を
推
進
す
る
事
業
も
盛

り
込
む
な
ど
工
夫
す
れ
ば
、

積
極
的
な
保
健
事
業
が
展
開

で
き
る
。
市
民
の
健
康
づ
く

り
は
、
や
が
て
医
療
費
の
削

減
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
。

○
北
川
健
康
福
祉
部
長

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
は
肥
満
防
止
や
糖
尿
病

な
ど
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

効
果
が
あ
る
。

健
康
増
進
運
動
は
ひ
い
て

は
医
療
費
の
削
減
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
今
後
は
各

部
各
課
で
行
わ
れ
る
各
種
事

業
に
お
い
て
、
よ
り
一
層
効

果
が
出
る
よ
う
協
力
、
連
携

を
し
て
い
き
た
い
。

高

木

純

議
員

（
日
本
共
産
党
）

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き

（質問）

市
民
の
健
康
を
守
り
、
医
療
費
の

削
減
に
つ
な
が
る
よ
う
考
え
た
い
（答弁）

吉野川市リバーサイドハーフマラソン（昨年度）
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◎
質
問

本
市
は
他
市
に
先

駆
け
て
１０
月
か
ら
中
学
３
年

生
を
対
象
に
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
無
料
接
種
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
今
議
会
に
は
さ
ら

に
接
種
対
象
を
中
学
１
年
生

か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
無
料
接
種
予
算
も

計
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
り
、
本
市
の
子
ど
も
や

女
性
の
健
康
保
持
に
大
い
に

効
果
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

結
果
的
に
は
医
療
費
の
削
減

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
が
、
今
議
会
の
補

正
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
て

い
る
た
め
実
施
期
限
が
３
月

末
ま
で
と
な
る
。

短
期
間
に
ど
の
よ
う
な
方

法
で
周
知
し
、
ど
の
よ
う
な

場
所
で
実
施
し
て
い
く
の
か

具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

○
北
川
健
康
福
祉
部
長

本

市
で
は
中
学
３
年
生
女
子
を

対
象
に
、
平
成
２２
年
１０
月
か

ら
県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
２
分

の
１
を
負
担
し
て
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種

を
開
始
し
た
。

今
議
会
に
提
出
し
て
い
る

補
正
予
算
に
は
、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種
対

象
を
中
学
１
年
生
か
ら
高
校

１
年
生
ま
で
の
女
子
５６６
人
に

拡
大
し
て
い
る
。
接
種
回
数

は
３
回
で
、
最
初
の
接
種
か

ら
１
か
月
後
に
２
回
目
を
、

最
初
の
接
種
か
ら
６
か
月
後

に
３
回
目
を
接
種
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

ま
た
、
補
正
予
算
に
は
０

歳
児
か
ら
４
歳
児
ま
で
を
対

象
に
し
た
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
無
料
接
種
費
用
を
あ
わ
せ

て
計
上
し
て
い
る
。
対
象
児

童
数
は
そ
れ
ぞ
れ
１
５
１
０

人
で
３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
予
算
と
し
て
３
３
４
６
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の

金
額
は
本
年
度
中
に
実
施
が

見
込
ま
れ
る
予
防
接
種
費
用

で
あ
り
、
４
月
以
降
の
予
防

接
種
費
用
は
平
成
２３
年
度
当

初
予
算
に
要
求
す
る
。

該
当
者
に
は
個
人
通
知
を

行
う
の
で
、
接
種
希
望
者
は

県
指
定
の
医
療
機
関
で
個
別

に
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
。

病
気
の
予
防
に
は
検
診
や

予
防
接
種
は
大
変
有
効
で
あ

り
、
今
回
の
３
種
類
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
助
成
制
度
は
子
育

て
支
援
や
市
民
の
健
康
保
持

に
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
あ

る
。
年
度
末
ま
で
実
施
期
間

が
少
な
い
た
め
、
予
算
が
成

立
次
第
早
急
に
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
再
問

予
防
接
種
や
健
診

を
進
め
る
こ
と
は
、
市
民
の

健
康
を
守
る
と
と
も
に
医
療

費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
、
今
議
会
で
議
論
さ

れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税

額
の
抑
制
に
も
効
果
が
あ
る

と
考
え
る
の
で
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

○
川
真
田
市
長

子
育
て
支

援
や
市
民
の
健
康
を
守
る
た

め
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

助
成
制
度
は
有
効
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
で
き
る
限
り
こ
の

よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

﹇
そ
の
他
の
質
問
﹈

◎
質
問

徳
島
中
央
広
域
連

合
消
防
本
部
・
東
消
防
署
新

庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況
は
。

○
防
災
局
長

１１
月
３０
日
に

入
札
を
終
え
、
１
月
か
ら
工

事
着
手
し
、
平
成
２４
年
３
月

に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

一一

般般

質質

問問

福

岡

正

議
員

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法
は

（質問）

個
人
通
知
を
行
い
、県
指
定
医
療
機

関
で
の
個
別
接
種
を
予
定
し
て
い
る
（答弁）
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◎
質
問

不
登
校
対
策
の
推

進
と
し
て
、
問
題
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
取

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

○
貞
野
教
育
次
長

適
応
指

導
教
室
や
教
育
相
談
室
で
心

理
的
な
要
因
な
ど
に
よ
っ
て

登
校
し
な
い
、
あ
る
い
は
学

校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な

い
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、

学
校
や
家
庭
と
の
連
携
を
密

に
と
り
な
が
ら
児
童
・
生
徒

一
人
一
人
の
精
神
的
自
立
を

支
援
し
て
い
る
。

最
終
的
に
は
、
学
校
に
復

帰
で
き
る
活
力
を
養
え
る
よ

う
取
り
組
み
た
い
。

◎
再
問

不
登
校
問
題
に
関

連
し
て
い
る
い
じ
め
の
実
態

調
査
・
聞
き
取
り
調
査
を
教

育
委
員
会
独
自
で
す
べ
き
で

な
い
か
。

○
大
杉
教
育
長

市
教
育
委

員
会
独
自
の
調
査
・
聞
き
取

り
な
ど
を
今
後
も
さ
ら
に
深

め
、
学
校
と
の
連
携
を
密
に

図
り
た
い
。

﹇
そ
の
他
の
質
問
﹈

◎
質
問

※
１小

一
プ
ロ
ブ
レ
ム

現
象
の
認
識
と
対
応
策
は
。

○
教
育
次
長

保
育
所
・
幼

稚
園
と
小
学
校
と
の
連
携
の

あ
り
方
を
研
究
し
、
実
態
に

応
じ
て
交
流
を
進
め
た
い
。

◎
質
問

個
別
に
授
業
を
行

う
※
２ホ

ー
ム
ス
タ
デ
ィ
ー
制
度

を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

○
教
育
次
長

学
習
意
欲
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
期

欠
席
状
態
に
あ
る
児
童
・
生

徒
に
対
す
る
学
習
支
援
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
・
協
力
を
図
り
検

討
し
た
い
。

◎
質
問

学
力
向
上
に
つ
い

て
※
３Ｎ

Ｉ
Ｅ
を
取
り
入
れ
て
い

る
知
恵
島
小
学
校
を
見
習
っ

て
、
他
の
学
校
も
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

○
教
育
次
長

市
内
す
べ
て

の
小
中
学
校
の
学
力
向
上
の

方
策
と
し
て
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
く
よ
う

努
力
し
た
い
。

◎
質
問

安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

※
４救

急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
整
備
事
業

を
取
り
入
れ
て
は
。

○
健
康
福
祉
部
長

先
進
事

例
を
調
査
す
る
と
と
も
に
関

係
部
局
・
団
体
な
ど
と
協
議

し
検
討
し
た
い
。

※
１
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム

小
学
校
に

入
学
し
た
ば
か
り
の
小
学
１
年
生

が
学
級
と
い
う
集
団
生
活
に
な
じ

め
な
か
っ
た
り
、
学
校
生
活
の
ル
ー

ル
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と

か
ら
、
授
業
中
に
立
っ
て
歩
き
回
っ

た
り
、
騒
い
だ
り
す
る
現
象
の
こ
と
。

※
２
ホ
ー
ム
ス
タ
デ
ィ
ー
制
度

在

宅
学
習
支
援
制
度
。
学
習
意
欲
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
登
校

な
ど
長
期
欠
席
の
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
、
自
宅
な
ど
学
校
以
外
の

場
所
に
教
師
を
派
遣
し
、
学
習
の

機
会
を
広
げ
る
制
度
で
、
学
校
長

の
判
断
に
よ
り
出
席
同
様
の
扱
い

と
し
な
が
ら
、
学
校
復
帰
へ
の
支

援
も
並
行
し
て
行
う
。

※
３
Ｎ
Ｉ
Ｅ

N
ew
spaperin

Education

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
学

校
な
ど
で
新
聞
を
教
材
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
。

※
４
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
「
か

か
り
つ
け
医
」「
薬
剤
情
報
提
供
書

（
写
）」「
持
病
」
な
ど
の
医
療
情

報
や
「
診
察
券
（
写
）」「
健
康
保

険
書
（
写
）」
な
ど
の
情
報
を
専
用

の
容
器
に
入
れ
、
自
宅
に
保
管
し

て
お
き
、
救
急
時
に
救
急
隊
員
が

そ
の
情
報
を
活
用
し
て
適
切
な
救

急
医
療
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
。

近

久

善

博

議
員

企
業
立
地
お
よ
び
定
住
促
進
の

状
況
に
つ
い
て

（質問）

相

原

一

永

議
員

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
対
応
は
（質問）

家
庭
や
関
係
機
関
と
連
携
し
早
期

発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
（答弁）

市
長
を
先
頭
に
、
定
住
促
進
お

よ
び
企
業
立
地
に
取
り
組
む

（答弁）

適応指導教室・教育相談室（山川庁舎）
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◎
質
問

本
市
も
出
生
率
の

低
下
や
流
出
な
ど
に
よ
り
人

口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
平

成
１６
年
１０
月
、
合
併
時
の
人

口
は
４
万
７
２
２
４
人
、
平

成
２１
年
度
末
は
４
万
５
５
４
１

人
で
こ
の
５
年
間
に
１
６
８
３

人
減
少
し
て
い
る
。

市
長
は
定
住
促
進
に
つ
い

て
、
部
局
横
断
的
な
組
織
を

つ
く
り
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

企
業
立
地
の
重
点
６
区
域
の

状
況
と
、
定
住
促
進
に
取
り

組
ん
で
き
た
成
果
は
。

○
楠
産
業
経
済
部
長

市
内

に
は
企
業
立
地
重
点
促
進
区

域
と
し
て
、
鴨
島
中
央
工
業

団
地
、
鴨
島
工
業
団
地
、
上

浦
、
三
ツ
島
、
天
神
、
川
田

の
６
区
域
が
あ
り
、
地
域
に

お
け
る
産
業
の
集
積
を
目
的

と
し
て
県
と
協
力
し
て
企
業

誘
致
を
進
め
て
き
た
。

定
住
促
進
に
関
し
て
は
、

現
状
施
策
を
一
歩
前
進
さ
せ

る
施
策
や
、
新
た
な
施
策
を

部
局
横
断
的
に
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
吉
野
川

市
飛
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
た
。
公
募
に
よ

る
１７
人
を
５
チ
ー
ム
に
分
け
、

「
広
報
の
観
点
か
ら
の
定
住

対
策
と
定
住
促
進
奨
励
金
交

付
事
業
」「
耕
作
放
棄
地
を

利
用
し
た
定
住
対
策
」「
中

心
市
街
地
の
活
性
化
」「
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」「
産
業

振
興
」
に
つ
い
て
研
究
を
重

ね
て
お
り
、
１２
月
中
に
は
理

事
者
に
研
究
成
果
が
報
告
で

き
る
。

提
案
内
容
が
定
住
に
寄
与

す
る
政
策
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

早
急
に
制
度
設
計
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

◎
再
問

企
業
立
地
重
点
促

進
区
域
は
、
す
で
に
ほ
と
ん

ど
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か

に
利
用
で
き
る
場
所
は
な
い

の
か
。

○
楠
産
業
経
済
部
長

用
地

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在

検
討
中
の
本
市
に
と
っ
て
ふ

さ
わ
し
い
施
策
の
制
度
設
計

と
あ
わ
せ
て
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

○
川
真
田
市
長

企
業
立
地

促
進
条
例
並
び
に
現
行
制
度

の
運
用
に
つ
い
て
は
十
分
精

査
し
て
い
く
。
定
住
お
よ
び

企
業
立
地
促
進
に
つ
い
て
は
、

私
み
ず
か
ら
が
先
頭
に
立
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎
質
問

定
住
促
進
や
ま
ち

の
活
性
化
な
ど
の
問
題
を
市

民
と
共
有
し
、
解
決
に
向
け

て
前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う

な
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
な

が
る
意
識
改
革
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
方
法
で
や
る
の
か

聞
き
た
い
。

○
工
藤
総
務
部
次
長

多
様

な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

よ
り
良
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
行
政

を
担
う
職
員
が
市
の
施
策
に

常
に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的

に
仕
事
に
取
り
組
む
よ
う
、

一
人
一
人
が
意
識
改
革
を
図

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

職
員
研
修
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え
、
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
担
当
業
務
は

も
と
よ
り
、
自
身
の
業
務
以

外
に
つ
い
て
も
市
民
の
視
点

で
行
動
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
、
出
勤
時
間
や
机
の
整
理

整
頓
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と

は
各
所
属
に
お
け
る
日
々
の

業
務
の
中
で
問
題
点
や
課
題

を
見
つ
け
、
そ
れ
を
話
し
合

い
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
が
変
わ
る
に
は
職
員
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

職
員
が
変
わ
る
に
は
職
員
の

意
識
が
変
わ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
民
間
研
修
な
ど

を
取
り
入
れ
た
研
修
制
度
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
、
職
員

の
意
識
改
革
を
促
し
、
職
員

自
ら
や
る
気
を
持
っ
て
市
の

諸
問
題
に
果
敢
に
挑
戦
す
る

風
土
の
形
成
、
市
民
の
視
点

に
立
っ
た
自
主
的
に
行
動
す

る
職
員
の
育
成
に
努
め
た
い
。

�

原

五

男

議
員

職
員
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る

意
識
改
革
に
つ
い
て

（質問）

自
主
的
に
行
動
す
る
職
員
の
育

成
に
努
め
た
い

（答弁）

市内の企業立地重点促進区域（川田）
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﹇
そ
の
他
の
質
問
﹈

◎
質
問

※
５パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
な
ど
、
市
民
の
声
が
聞

き
や
す
い
体
制
づ
く
り
は
。

○
総
務
部
長

導
入
し
て
間

も
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、

制
度
の
利
用
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
市
政
の

広
報
な
ど
周
知
を
積
極
的
に

行
い
、
制
度
の
有
効
な
利
用

を
図
り
た
い
。

◎
質
問

い
じ
め
問
題
の
対

策
は
。

○
教
育
次
長

日
頃
か
ら
児

童
・
生
徒
が
発
す
る
危
険
信

号
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活

用
や
相
談
機
能
を
充
実
す
る
。

◎
質
問

小
学
校
で
の
防
災

訓
練
は
自
主
防
災
会
と
一
緒

に
で
き
な
い
か
。

○
教
育
次
長

自
主
防
災
会

と
の
合
同
訓
練
は
、
地
域
と

と
も
に
子
ど
も
達
を
育
て
て

い
く
良
い
機
会
と
捉
え
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

◎
質
問

鴨
の
湯
の
泉
質
は

低
下
し
て
い
な
い
か
。

○
産
業
経
済
部
長

今
後
、

調
査
し
対
応
し
た
い
。

◎
質
問

菊
人
形
の
今
後
は
。

○
産
業
経
済
部
長

菊
人
形

師
の
後
継
者
を
ど
う
す
る
か

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

◎
質
問

樋
山
地
ウ
ォ
ー
ク

の
成
果
と
今
後
は
。

○
総
務
部
長

か
も
研
究
塾

を
始
め
と
す
る
地
域
団
体
な

ど
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を

期
待
す
る
。

◎
質
問

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

認
証
商
品
を
市
役
所
に
展
示

し
て
は
。

○
産
業
経
済
部
長

市
役
所

ホ
ー
ル
や
公
共
施
設
に
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
の
も

一
つ
の
方
策
と
し
て
検
討
し

た
い
。

◎
質
問

マ
イ
バ
ッ
ク
運
動

の
実
績
と
今
後
の
方
向
性
は
。

○
環
境
局
長

毎
月
１０
日
を

「
レ
ジ
袋
ゼ
ロ
の
日
」
と
し

て
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。

◎
質
問

ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
を
設
置
し
て
は
。

○
総
務
部
次
長

取
り
組
め

る
職
員
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

※
５
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

行
政
が
作
成
し
た
計
画
案
を
市
民

の
協
力
を
得
て
、
よ
り
良
く
す
る

た
め
の
執
行
機
関
と
市
民
と
の
協

働
の
手
段
で
、
行
政
で
は
得
ら
れ

な
い
情
報
・
意
見
の
収
集
・
行
政

の
情
報
公
開
・
情
報
共
有
と
市
民

の
行
政
へ
の
意
思
形
成
過
程
へ
の

参
画
が
期
待
で
き
る
制
度
。

◎
質
問

各
地
で
鳥
獣
被
害

が
急
増
し
、
そ
の
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
農
政
の
最

重
要
な
問
題
と
位
置
づ
け
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
本
市
の
現
状
は
。

○
池
上
産
業
経
済
部
次
長

本
市
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ

や
猿
な
ど
に
よ
る
被
害
状
況

は
、
平
成
２０
年
度
は
１６７
万
円
、

平
成
２１
年
度
は
１０７
万
円
と
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
今
年

度
は
１１
月
現
在
で
４４１
万
円
と
、

被
害
金
額
は
増
加
し
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
つ
い

て
も
、
今
年
度
１１
月
現
在
で

猿
４０
匹
、
イ
ノ
シ
シ
４０
頭
、

シ
カ
２０
頭
と
、
猿
や
シ
カ
の

捕
獲
は
既
に
前
年
度
を
超
え

て
い
る
。

か
つ
て
は
里
山
に
人
の
気

配
が
あ
り
、
狩
猟
に
よ
る
個

体
数
の
調
整
も
自
然
に
行
わ

れ
て
い
た
が
、
近
年
の
暖
冬

で
、
子
の
死
亡
率
低
下
や
、

中
山
間
地
の
過
疎
化
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
に
よ
り
野
生

動
物
に
潜
み
や
す
い
環
境
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
高
齢
化
が
顕
著
な
中

山
間
地
域
な
ど
の
農
業
者
に

と
っ
て
有
害
鳥
獣
被
害
の
問

題
は
生
産
意
欲
を
減
退
さ
せ
、

そ
の
結
果
さ
ら
に
耕
作
放
棄

地
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
看

過
で
き
な
い
重
要
な
問
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

岡

田

光

男

議
員

鳥
獣
被
害
で
村
を
去
る
人
も
あ

る
が

（質問）

看
過
で
き
な
い
重
要
な
問
題
と

考
え
る

（答弁）

市役所の執務風景
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◎
再
問

計
画
的
に
野
生
動

物
を
減
少
さ
せ
る
手
だ
て
や
、

野
生
動
物
を
寄
せ
つ
け
な
い

防
護
対
策
は
十
分
な
の
か
。

そ
れ
に
見
合
う
財
政
措
置
お

よ
び
シ
カ
の
食
害
対
策
は
。

○
池
上
産
業
経
済
部
次
長

本
市
で
は
鳥
獣
被
害
を
重

大
な
問
題
と
と
ら
え
、
昨
年

度
に
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を

作
成
し
、
猿
や
シ
カ
に
つ
い

て
は
既
に
今
年
度
の
捕
獲
計

画
数
を
達
成
し
て
い
る
。わな

ま
た
、
捕
獲
箱
・
箱
罠
を

購
入
し
貸
し
出
し
を
行
い
、

電
気
柵
の
設
置
も
県
の
事
業

を
活
用
し
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

※
６モ

ン
キ
ー
ド
ッ

グ
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
市
内
４
つ
の
有
害
鳥

獣
捕
獲
班
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
迅
速
な
対
応
と

対
策
の
充
実
に
努
め
た
い
。

シ
カ
食
害
に
つ
い
て
は
、

生
息
地
域
の
拡
大
と
被
害
の

深
刻
化
か
ら
、
県
で
は
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
一
斉
捕
獲
緊
急
対

策
事
業
を
行
い
、
本
市
も
そ

の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
平

成
２３
年
３
月
に
も
捕
獲
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
、
シ
カ
に
よ
る
被
害

が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

捕
獲
班
と
の
緊
密
な
連
携
を

図
り
個
体
数
の
調
整
を
よ
り

一
層
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

※
６
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ

猿
に
よ
る

農
産
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止
対
策

と
し
て
、
山
か
ら
下
り
て
き
た
猿

を
追
い
払
う
犬
の
こ
と
。

﹇
そ
の
他
の
質
問
﹈

◎
質
問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
本

市
の
影
響
は
。

○
産
業
経
済
部
次
長

農
業

産
出
額
（
６
品
目
）
で
１７
億

円
の
減
少
と
な
る
た
め
、
危

惧
し
て
い
る
。

◎
質
問

厚
生
労
働
省
の
平

成
２４
年
度
介
護
保
険
事
業
計

画
の
制
度
改
正
案
で
は
、
高

所
得
者
の
自
己
負
担
増
や
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
費
、
介

護
度
の
低
い
人
達
へ
の
家
事

援
助
の
縮
小
な
ど
、
利
用
者

に
と
っ
て
負
担
増
と
な
り
介

護
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
す
る
と

い
っ
た
よ
う
な
改
正
案
と

な
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

○
大
塚
福
祉
事
務
所
長

制

度
改
正
に
よ
り
自
治
体
の
財

政
負
担
が
過
重
と
な
ら
な
い

よ
う
に
財
政
措
置
を
講
じ
る

こ
と
、
低
所
得
者
に
対
す
る

保
険
料
や
利
用
料
に
つ
い
て

は
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う

こ
と
、
見
直
し
に
当
た
っ
て

枝

澤

幹

太

議
員

介
護
保
険
制
度
改
正
に
向
け
た

本
市
の
取
り
組
み
は

（質問）

今
後
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
対
応
す
る

（答弁）

野生のシカ
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は
自
治
体
の
意
見
を
十
分
尊

重
し
、
十
分
な
準
備
期
間
を

設
け
国
民
へ
の
周
知
徹
底
を

図
る
こ
と
な
ど
、
保
険
制
度

に
関
す
る
提
言
を
、
全
国
市

長
会
を
通
じ
て
関
係
府
省
や

国
会
に
対
し
て
要
請
を
ひ
き

続
き
行
い
、
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
再
問

介
護
予
防
に
つ
い

て
そ
の
内
容
と
本
市
の
取
り

組
み
は
。

○
大
塚
福
祉
事
務
所
長

地

域
で
の
介
護
予
防
活
動
の
拠

点
と
し
て
予
防
教
室
や
介
護

サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座
、
筋

力
ア
ッ
プ
教
室
な
ど
、
既
存

の
講
座
の
内
容
充
実
と
啓
発

活
動
の
充
実
を
は
か
り
、
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
重
点
的
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

﹇
そ
の
他
の
質
問
﹈

◎
質
問

子
ど
も
の
学
力
・

体
力
調
査
結
果
か
ら
本
市
の

取
り
組
み
は
。

○
教
育
次
長

体
力
・
学
力

向
上
お
よ
び
生
活
習
慣
な
ど

の
改
善
に
向
け
て
、
今
後
と

も
県
教
委
と
連
携
協
力
し
な

が
ら
進
め
る
。

◎
質
問

温
泉
施
設
あ
り
方

検
討
委
員
会
の
報
告
で
は
、

吉
野
川
市
行
財
政
改
革
の
実

施
計
画
と
し
て
平
成
２２
年
か

ら
２４
年
ま
で
の
間
に
検
討
し
、

平
成
２５
年
か
ら
実
施
す
る
と

な
っ
て
い
る
。

現
在
、
指
定
管
理
者
に
よ

り
運
営
し
て
い
る
施
設
が
２

か
所
あ
る
が
、
そ
の
委
託
年

数
を
念
頭
に
置
い
て
期
間
を

決
め
た
の
か
。

あ
る
温
泉
施
設
の
ボ
イ

ラ
ー
は
、
い
つ
壊
れ
て
も
不

思
議
で
な
い
と
の
報
告
が
あ

る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
補
修
し
て
い
け
る
の
か
。

ま
た
、
廃
止
を
検
討
し
て

い
る
施
設
で
、
運
営
経
費
は

全
部
自
分
た
ち
で
負
担
す
る

の
で
無
償
で
貸
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
、
検
討
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

○
楠
産
業
経
済
部
長

温
泉

施
設
あ
り
方
検
討
委
員
会
か

ら
の
報
告
を
受
け
、
市
内
４

か
所
の
温
泉
施
設
を
今
後
ど

の
よ
う
に
す
べ
き
か
検
討
し

て
お
り
、
本
年
度
中
に
方
針

を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。仮

に
廃
止
や
委
託
の
手
続

き
を
進
め
る
と
し
て
も
、
現

在
指
定
管
理
と
な
っ
て
い
る

施
設
は
指
定
期
間
が
残
り
２

年
半
あ
る
。
直
営
施
設
も
市

民
へ
の
周
知
期
間
を
考
慮
す

る
と
、
少
な
く
と
も
１
〜
２

年
の
経
過
期
間
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
市
の
温
泉
施
設
は

老
朽
化
や
耐
震
性
、
地
域
の

実
情
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
る
。
民
間
事
業
者
な
ど

か
ら
新
た
な
提
案
が
あ
っ
た

場
合
は
、
市
の
運
営
方
針
に

基
づ
き
精
査
・
検
証
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

﹇
そ
の
他
の
質
問
﹈

◎
質
問

防
災
マ
ッ
プ
と
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
着
陸
場
所

は
見
直
し
や
再
確
認
の
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

○
防
災
局
長

防
災
会
議
で

委
員
か
ら
専
門
的
な
情
報
を

い
た
だ
き
、
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
作
業
を
行
う
中
で

防
災
マ
ッ
プ
の
内
容
も
適
宜

更
新
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
災
害
の
状
況
に

よ
っ
て
は
現
在
指
定
し
て
い

る
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離

着
陸
場
所
が
使
用
で
き
な
く

な
る
た
め
、
今
後
適
地
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
質
問

市
が
主
催
す
る
地

域
防
災
訓
練
や
消
防
団
の
林

野
火
災
訓
練
な
ど
を
、
年
次

計
画
で
行
う
考
え
は
な
い
の

か
。

○
防
災
局
長

防
災
訓
練
は

年
次
計
画
に
よ
り
実
施
し
て

い
き
た
い
。
消
防
団
の
訓
練

は
中
継
作
業
や
技
術
の
錬
磨

を
目
的
と
し
て
、
各
地
域
ご

と
に
実
施
で
き
る
よ
う
計
画

を
立
て
て
い
き
た
い
。

岸

田

秀

樹

議
員

市
有
温
泉
施
設
の
今
後
の
運
営
は
（質問）

本
年
度
中
に
市
の
方
針
を
決
定
す
る

（答弁）

保養センター上桜温泉
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？
ク
イ
ズ

問

題

「
千
差
万
別
」
の
よ
う
に
「
千
□
万
□
」
の
四
字

熟
語
に
な
る
組
み
合
わ
せ
を
左
の
中
か
ら
選
び
、（

）

内
の
意
味
を
参
考
に
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
千
□
万
□
（
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
、
多
く
の
客
が

来
る
こ
と
）

②
千
□
万
□
（
い
ろ
い
ろ
さ
ま
ざ
ま
に
変
わ
る
こ
と
、
変

化
が
き
わ
ま
り
な
い
こ
と
）

③
千
□
万
□
（
永
遠
の
こ
と
、
ま
た
人
の
長
寿
を
祝
う
言

葉
）

◎
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１０
名
様
に
記
念
品
を
進
呈
し

ま
す
。

◎
応
募
要
領
／
は
が
き
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
答
え
と

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
議
会

事
務
局
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
の
際
に
「
チ
ョ
ッ
ト
ひ
と
言
」
添
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

◎
送
り
先
／
〒
７
７
６─

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
３─

２
２─

２
２
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
８
３─

２
２─

２
２
４
２

◎
締
め
切
り
日
／
平
成
２３
年
４
月
８
日
（
消
印
有
効
）

チ
ョ
ッ
ト
ひ
と
言

☆
市
民
の
ペ
ー
ジ
の
「
古
希
の
同
級
生
」
を
拝
読
し
、

私
も
来
年
は
古
希
を
迎
え
る
の
で
子
ど
も
達
が
お
祝

い
を
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

（
鴨
島
町

佐
賀
さ
ま
）

☆
菊
人
形
よ
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
丸
い
鉢
の
菊
を
作

る
予
定
で
す
。

（
山
川
町

小
山
さ
ま
）

（
前
回
の
解
答
）

第
１
問

サ
ッ
カ
ー

１１
名

第
２
問

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
５
名

第
３
問

ラ
グ
ビ
ー

１５
名

第
４
問

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

６
名

【
応
募
総
数
】
１６
通

…
規

定
…

�
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
以
内

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

�
締
め
切
り

平
成
２３
年
４
月
８
日
（
消
印
有
効
）

＊
投
稿
多
数
で
掲
載
で
き
な
い
場
合
は
、
ご
容
赦
く
だ

さ
い
。
校
正
な
ど
は
、
吉
野
川
市
議
会
広
報
特
別
委

員
会
で
行
い
ま
す
。

…
あ
て
先
…

〒
７
７
６─

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
８
８
３
）２
２─

２
２
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
８
３
）２
２─

２
２
４
２

検索

歳

化

香

変

家

行

日

石

秋

里

来

載

無

客

量

空

本会議・委員会の
傍聴をしませんか

皆さんが選んだ議員の活動や行政が
今、どのようなことを行っているかを
知っていただくために、本会議などの
議会の傍聴をしませんか。
どなたでも傍聴できます。
お気軽にお越しください。

TEL ２２‐２２４１

●会議録をご覧ください●

議会だよりに掲載された事柄以外の
質問や答弁の内容を吉野川市のホーム
ページ内に掲載していますので、ぜひ
一度ご覧ください。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
ののののののののののののののののののののののののののの
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
さささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ののののののののののののののののののののののののののの

声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声
ををををををををををををををををををををををををををを
掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲
載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載載

市
政
に
つ
い
て
の
苦
言
や
ア
イ
デ

ア
、
趣
味
や
人
生
観
な
ど
多
岐
に

渡
っ
て
文
章
を
募
集
し
ま
す
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
結
構
で
す
。

吉野川市議会会議録
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募

集

表表
紙紙
のの
写写
真真

議議
会会
広広
報報
特特
別別
委委
員員
会会

吉
野
川
市
議
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
市
議
会

の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
４
回
「
議
会
だ
よ
り
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
本
会
議
や
委
員
会
の
様
子
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

委
員
長

岡
田

光
男

委

員

岸
田

秀
樹

副
委
員
長

岸
田

益
雄

〃

玉
水

好
夫

委

員

相
原

一
永

〃

工
藤

俊
夫

〃

塩
田

吉
男

〃

川
村

洋
樹

「
伊
達
直
人
」
と
無
縁
社
会

最
近
、
あ
る
テ
レ
ビ
局
で

全
国
の
成
人
式
の
特
集
が
放

送
さ
れ
た
。
新
成
人
が
、
親

と
一
緒
に
参
会
者
の
前
で
二

十
歳
の
決
意
や
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
た
り
、
小
学
生
と

い
っ
し
ょ
に
参
列
し
た
り
す

る
な
ど
、「
き
ず
な
」
を
深

め
る
内
容
が
工
夫
さ
れ
た
、

涙
な
し
で
は
見
ら
れ
な
い
胸

を
打
つ
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。

最
近
の
日
本
社
会
は
、
自

殺
者
が
３
万
人
を
超
え
、
さ

ら
に
深
刻
化
す
る
児
童
虐
待

や
高
齢
者
の
孤
独
死
、
若
い

世
代
の
単
身
世
帯
が
増
加
し

て
い
る
。
家
族
、
ふ
る
さ
と
、

そ
し
て
社
会
と
の
つ
な
が
り

が
切
れ
、
結
び
つ
き
が
な
い
、

い
わ
ゆ
る
「
無
縁
社
会
」
が

急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

一
方
、
昨
年
末
、
群
馬
県

中
央
児
童
相
談
所
に
「
伊
達

直
人
が
ラ
ン
ド
セ
ル
を
寄
付

し
て
立
ち
去
る
」
と
い
う
出

来
事
が
あ
っ
た
。
こ
の
行
為

は
、
た
ち
ま
ち
「
タ
イ
ガ
ー

マ
ス
ク
運
動
」
と
し
て
広
が

り
、
全
国
す
べ
て
の
都
道
府

県
で
確
認
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
一
過

性
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

寄
付
に
託
し
て
「
縁＝

き
ず

な
」
の
再
生
、
日
本
社
会
の

再
生
を
求
め
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
格
差
社
会

が
生
み
出
す
無
縁
社
会
が
広

ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
こ
の

二
つ
の
出
来
事
は
、
久
し
ぶ

り
に
心
地
よ
さ
を
感
じ
た
。

人
間
は
一
人
で
は
生
き
て

行
け
な
い
。
私
た
ち
は
、
何

か
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

し
た
い
、
世
の
中
の
た
め
に

尽
く
し
た
い
、
つ
ま
り
「
き

ず
な
」
を
大
切
に
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
る
。

吉
野
川
市
で
も
、
こ
れ
ま

で
に
福
祉
、
教
育
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
「
き
ず

な
」
を
深
め
る
取
組
み
を
進

め
て
い
る
が
、
な
お
行
き
届

く
制
度
と
し
て
確
立
す
る
努

力
を
、
議
会
・
行
政
・
市
民

が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て

い
き
た
い
。

玉
水

好
夫

募 集 要 項

吉野川市で撮影した季節の風景や祭り，行事など。

モノクロおよびカラープリント２L判～四切・W四切組写真も可（３点ま

で）住所・氏名・電話番号・題名を明記。

平成２３年４月８日（消印有効）

発行は５月です。季節感のあるものをお願いします。

作品の返却は行いません。採用された作品の使用およびトリミングなど加

工については，吉野川市議会広報特別委員会に帰属することをご了承くだ

さい。

〒７７６‐８６１１ 吉野川市鴨島町鴨島１１５番地１

TEL（０８８３）２２‐２２４１
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規 定

締 め 切 り

そ の 他

応 募 先

ああ
とと
がが
きき

議会だより編集風景

成人式


